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This paper is intended to interpret the relations between 
Modern Art and Music of ‘Twelve-tone Technique’ by Josef 
Matthias Hauer and Arnold Schoenberg composers in 
modern Wien. 
The Relationship between color and music has attracted 
concerns since ancient times. This paper is intended to 
clarify the role of the models and diagrams in ‘Twelve-tone 
Technique’ by Hauer and Schoenberg. The author also 
deals with the similarity shown between the 
pattern-diagram of ‘Tropes’ of Hauer’s ‘Twelve-tone 
Technique’ and Johannes Itten’s ‘Twelve-color Scale’









































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 0 」 （ 論 文 ） 
2．「十二音技法」の音楽  
 ｢十二音技法｣の音楽とは、1 オクターヴ内における

















































に 3 個ずつの増 4 度音程が含まれている第 1 カテゴリ
ーの「トローペ」が 3 種類、前後半に 2 個ずつ増 4 度
音程が含まれている第 2 カテゴリーの「トローペ」が
15 種類、前後半に 1 個ずつ増 4 度音程が含まれている
第 3 カテゴリーの「トローペ」が 20 種類、前後半に 1















1 オクターヴ内における 12 個の音を、その基本となる







































































































































































































その 12 の音の全体性を追及している。  
 







































































とヨハネス・イッテンの「12 色環」  















































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 0 」 （ 論 文 ） 
イエローグリーンの三次色を生成する事によって「12
色環」を生成する事が出来るとしたものである。  




音楽家が半音階の 12 音を聞きわけるように、12 色の
色調を正確に見分けねばならないであろう」 9）と述べ








ついて述べ、12 色の配色方法の中から 3 色、4 色、5









【図 13】ヨハネス・イッテン：調和のとれた色彩関係表  
／Triadic Cords・3 和音（左上９、Quadratic Cords・4 和














法」とヨハネス・イッテンの「12 色環」  
















12 音の中から 6 つの音を選びだしそれをひとつのグ
ループとして線で囲ったものでもある。イッテンの







神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 0 」 （ 論 文 ） 
イアグラムは、イッテンの「12 色環」の 6 色配合の全
配合表と対応しているものと捉える事が出来る。  
 
【図 14】ハウアーによる 44 番目に分類された「トローぺ」







アーの 44 種類の「トローペ」が、イッテンの「12 色環」に
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